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こみゅにてぃ見聞録宜野湾市のいろいろな話題を紹介します。
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　2月4日に行われた「おきぎんJカップ第39回沖縄県ジュ
ニア8人制サッカー（U-12）大会」で準優勝をした、ヴィク
サーレ沖縄FCジュニアに所属する外間達也さん（嘉数小6
年）、森屋椋太さん（琉大附属小6年）が市長を訪ね、九州
大会への参加報告を行いました。

九州ジュニア（U-12）サッカー大会出場決定
外間達也さん、森屋椋太さん
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　毎日25日は「まちニコ（25）デー」です。普天間第二小学
校と大山小学校の校門前で、児童生徒、佐喜眞市長、知念
教育長、まちニコ推進委員、民生委員児童委員、社協役員
の皆さんがあいさつ運動を行いました。校門前は明るい
あいさつと笑顔で溢れました。

毎月25日はまちニコ（25）デイ！
まちでニッコリ、あいさつ声かけ運動
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　市、自治会長会、市社会福祉協議会、宜野湾・中城地区
宅地建物取引業者会は、自治会への加入促進に関する協
定を締結しました。自治会加入率が減少しているなか、防犯
や災害、高齢者の孤独死など地域の抱える課題は多岐にわ
たっています。効果的な自治会加入促進事業（アパートなど
の新規入居者や住宅購入者への自治会加入の呼びかけ
等）を展開し、地域の諸課題解決に向けて連携し取り組ん
でいきます。

4団体間にて協力体制の強化を図る
自治会加入促進協定式
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　西海岸地区の８自治会（伊佐区、真志喜区、大山区、宇地
泊区、大謝名区、上大謝名、嘉数ハイツ、大謝名団地(2/19
に炊き出し訓練)）にて、地震・津波避難訓練が実施され、多
くの市民が参加しました。また、同日、市では初の災害対策
本部設置および運営訓練も実施され、地震で本庁舎が倒
壊の可能性があるという想定のもと、庁舎外に対策本部を
設置、ライブカメラで被害状況の確認を行いながら災害時
の対応等を確認しました。

防災意識の啓発や津波避難体制の向上を図る
東日本大震災の教訓を踏まえ訓練
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　株式会社沖縄計測（外間博代表取締役会長）の皆さん
が市役所を訪れ、寄付金の贈呈を行いました。同社から
は、これまでにも市への寄付金があり、また今回の寄付に
ついては教育関連事業に活用してほしいとの要望があり
ました。

株式会社沖縄計測
寄付金の贈呈

2 27

　第5回世界若者ウチナーンチュ大会実行委員長の玉元
三奈美さんと総務部長の比嘉千穂さんが、大会報告と共
催へのお礼のため佐喜眞市長を訪ね、大会の成果や今後
の課題について語られました。次回は2018年2月に南米
ペルーで開催予定です。今後もウチナーネットワークの更
なる強化や地域活性化につなげていきたいと抱負を述べ
られました。

第5回世界若者ウチナーンチュ大会関係者
大会報告、今後の抱負を語る
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　第9回沖縄国際映画祭開催50日前にあたり、実行委員
会の皆さん、スリムクラブの内間政成さん、宜野湾市全力
応援芸人の大屋あゆみさんが市役所を訪れました。市役
所玄関ロビーにはカウントダウンボードが設置されまし
た。今年も、吉本興業の芸人さんとのコラボによるトロピ
カルビーチ開きが4月22日に開催されます。

島ぜんぶでおーきな祭
沖縄国際映画祭関係者　来訪

3 4

　市シルバー人材センター（宮原薫理事長）は、地域への
貢献・事業PRを目的とした奉仕作業を実施しました。今回
は、森川公園近辺の路肩部分除草作業を行いました。会員
の皆さんは、晴天のなか汗を流し、もくもくと作業に取り掛
かっていました。

毎年恒例の奉仕作業
シルバー人材センター清掃活動
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　大正5年（1916年）創部、創部100周年を迎える日立製
作所硬式野球部（和久井勇人監督）の皆さんが佐喜眞市
長を訪ねました。同硬式野球部は2014年3月より本市で
春季キャンプを開始し、今回で4回目となります。キャンプ
は3月16日まで宜野湾市立野球場にて行われました。

長い歴史と伝統ある社会人硬式野球部
日立製作所硬式野球部関係者来訪
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　さつき保育園の園児と父母会の皆さん、約250人が市
消防本部を訪れ、施設内見学を行いました。普段消防行
政に触れることのない園児たちに、消防職員の仕事を身
近に感じてもらうことを目的として実現したものです。ポン
プ車やはしご車などの消防車両に触れた園児たちから
は、たくさんの笑顔が溢れていました。

消防士の仕事について学ぶ
さつき保育園　消防庁舎見学
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　市消防本部にて市内在住の聴覚障がい者を対象にメー
ル119説明会を開催しました。メール119とは、119番通報す
る際、電話（音声）ではなく、携帯電話などのEメール（文字）
にて119番通報を行うことで、聴覚障がい者など言葉を発
することができない方を対象とした119番通報方法です。
市消防本部ではメール119の利用者を募っています。利用
を希望する方は消防本部、または障がい福祉課までお問い
合わせください。

文字で119番通報
メール119説明会を開催しました
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　市消防本部において、震災時に的確かつ迅速な初動体
制を確立することを目的に、震災対応初動訓練を行いまし
た。県内で震度6弱の地震が発生したと想定し、消防職員・
消防団員は参集命令覚知後、各自宅より自転車か徒歩で
消防本部に集結、その後、地震により火災や建物倒壊によ
り多数の負傷者が発生したとの想定で図上および実動訓
練、また、後方支援訓練として、女性消防団員による炊き出
し訓練を行いました。最後は黙祷を捧げ終了しました。

東日本大震災発生から6年目
教訓を風化させないために


